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天竜川上流河川事務所

小渋川砂防出張所
小渋川支部安全協議会

関東から九州を横断する日本最大の断層、中央構造線

を走破する「BG25中央構造線サイクリング大会」が今年
も７月３１日に大鹿村で開催されました。

大鹿村交流センターを出発し、村内の南北を縦走する

約５０kmのコースは、パワースポットで有名な分杭峠や、
断層を直接見ることができる露頭が点在する傍ら、

古くは秋葉街道として多くの旅人が往来した歴史も

持ち合わせています。

当日は家族連れや友人、職場仲間などの参加者が

南信州の自然溢れるワイルドなコースでサイクリング

を楽しみました。

例年より遅い梅雨明けを迎え、いよいよ本格的な夏の到来です。

今月号では7月30､31日に行われた「BG25中央構造線サイクリング大
会」と、国土交通省小渋川砂防管内で工事をしている業者が一同に会して

開催した「合同安全教育訓練」の模様、そして村内で活躍する“働く女性”

にスポットを当てた記事、「ワーキングウーマン」の第２弾をご紹介しま

す！

↑

← 実施状況 →

「裏面もご覧ください」

（ 主催：大河原砂防工事安全協議会 日時：7月28日(木) 場所：大鹿村交流センター ）

（主催：１５２チャリ道管理局（有志の会）、 後援：大鹿村、伊那市、南アルプスジオパーク協議会）

国土交通省小渋川砂防出張所管内の工事現場で仕事をしている全ての作業従事者・関係者が集まり、

合同で安全教育訓練を行いました。当日は講師として飯田広域消防高森消防署の岡庭消防士長をお招き

し、緊急時の救命措置の方法やAEDの使用方法などについて勉強しました。

また、国土交通省天竜川上流河川事務所から白木工事品質管理官と岡本小渋川砂防出張所長にご参加

をいただき、工事現場での安全に関する注意点や熱中症対策などの指導をしていただきました。

普段の安全教育とはひと味違う内容で、参加者全員が貴重な知識と経験を身につけることができました。



平成２７年度天竜川水系

塩川床固工群工事

施工者：大協建設株式会社

平成２７年度天竜川水系

塩川第２砂防堰堤工事

施工者：木下建設株式会社

平成２７年度天竜川水系

塩川第２砂防堰堤付替道路工事

施工者：神稲建設株式会社

工 事 情 報

職業 ： 大鹿村議会議員

サクラヤ商店店主

大鹿村村会議員とサクラヤ商店の店主という二足の

ワラジを履く斉藤さん。松川町から嫁いで３０有余年、

今ではすっかり大鹿村を愛する住人です。

一昨年初当選を果たし、現在村会議員として活躍され

ていますが、その活動の根底となっているのがサクラヤ

商店で培った“人と人とのふれあい”だそうです。

「大鹿村で暮らして良かった」「しあわせだ」と言ってくれる

人が一人でも増えるような村づくりのお手伝いをしたい。

村会議員になったからにはずーっとそのことを考え続けて

いきたいと語ってくれました。そしてそれは、ふれあいの心

を忘れないことだとも・・・。

斉藤 栄子（さいとうえいこ)

現在小渋川砂防出張所管内では５つの現場で工事が行われており、その全ての施工業者が大河原工

事安全協議会に属しています。前述の合同安全教育で学んだことを現場に生かし、発注者と施工業者

がしっかり連携し、無事故無災害での工事完成を目標に工事を進めてまいります。

（写真は各現場の７月末現在のものです）

平成２８年度天竜川水系

小渋川砂防管内整備工事

施工者：シブキヤ建設株式会社
平成２８年度天竜川水系

小渋川砂防整備工事

施工者：勝間田建設株式会社

（準備中のため写真なし）

８月１４日の大鹿夏祭りに向けて現在大河原地区・小渋川周辺

の草刈りをしています。また、夏祭りの夜には５現場共同で花

火を打ち上げます。

そちらの“工事現場の心意気”もご期待ください！


